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平成１８年度 事業報告書 
平成 18 年 1 月 1 日から 18 年 12 月 31 日まで 

 
特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 

 
１ 事業の成果 

 「平成18年度 事業報告書(2)」別紙添付 

 

２ 事業の実施に関する事項 

１）特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の 

人数 

受益対象者の範囲及び 

人数 

支出額 

（単位：円） 

SRI 利害関係者の

コミュニケーション

促進 

勉強会 2/28、4/27、

5/13、5/23、

6/27、6/30、

7/25、9/20、

9/26、11/27 

関東圏 10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

人。延べ 501 名。 

77,087 

  

シンポジウム 11/1 東京都 １0～20 名 SRI 関係者又は興味を持つ

人。120 名。 

118,075 

ホームページ 通年 東京都 5～10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人。 

541,950 

メールマガジン 月 3～5 回 東京都 2～3 名 SRI 関係者又は興味を持つ

人。約 1150 名。 

0 

金融機関啓発・広報 － － － － 0 

SRI に関する情報

開示の促進 

勉強会 上に同じ         

シンポジウム 上に同じ     

ホームページ 上に同じ     

メールマガジン 上に同じ  

金融機関啓発・広報 上に同じ 

SRI に関する研究 勉強会 上に同じ 

シンポジウム 上に同じ 

助成金プロジェクト 

（コミュニティ投資研究） 

通年 東京都他国内の

調査対象地域 

10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

人。106 名。 

199,770 

助成金プロジェクト 

（法制化研究）※１ 

－ － － － 0 

提言及び情報提

供・教育啓発活動 

Students 通年 関東圏 20～30 名 地域非限定、不特定多数 39,772 

ムーブメント － － － － 0 

その他イベント － － － － 0 

勉強会 上に同じ 

シンポジウム 上に同じ 

金融機関啓発・広報 上に同じ  

 助成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（ｺﾐｭﾆﾃｨ投資） 上に同じ  

助成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（法制化研究） 上に同じ  

  合計 976,654 

 ※１ 助成金獲得ならず、実施見送り。 
 

２）その他の事業 

なし。 
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平成１８年度 事業報告書(2) 

平成 18 年度 1 月 1 日から 18 年 12 月 31 日まで 
 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 
 
 
１． 平成 18年度事業報告にあたって 

 
本会の事業活動は 18 年度も、会員による年会費や様々な形の支援、役員、運営委員、

Students による無償の活動によって実施されました。 
本年度の会員在籍数と入退会、役員、運営委員、Students 在籍数は以下の通りです。 
 

＜会員＞ （在籍者ベース：会費未納者含む） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 金融機関（Ⅰ）…金融ホールディングカンパニー及び、以下（Ⅱ）～（Ⅳ）以外 

  金融機関（Ⅱ）…地方銀行 

金融機関（Ⅲ）…投資信託委託・投資顧問・投資会社・信用金庫単独 

金融機関（Ⅳ）…信用組合 

＜法人・団体会員内訳＞ ＊期末在籍、入会順 
・ 株式会社クレアン 
・ 株式会社ハートウェイ（平成 18 年 12 月 31 日付退会） 
・ 株式会社セブン＆アイ･ホールディングス（旧イトーヨーカ堂株式会社） 

種別※ 期首 入会 退会 期末 
金融機関（Ⅰ） 3 0 0 3 
金融機関（Ⅱ） 0 0 0 0 
金融機関（Ⅲ） 0 0 0 0 
金融機関（Ⅳ） 0 0 0 0 
一般企業 6 0 0 6 
公的・中間機関 6 0 0 6 
NPO/NGO 4 0 0 4 
個人 71 10 6 75 
学生 6 4 0 10 
合計 96 14 6 104 

役職 期首 就任 退任 期末 
役員 20 － 2 18 
運営委員 20 2 2 20 
Students 20 2 12 10 
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・ 日本政策投資銀行 
・ みすず監査法人（旧中央青山監査法人） 
・ 株式会社 YAMATO（旧イーディーコントライブ株式会社） 
・ 株式会社大和証券グループ本社 
・ 国際 NGO ナチュラル･ステップ･インターナショナル日本支部 
・ 東京海上日動火災保険株式会社 
・ NPO 法人エティック 
・ 松下電器産業株式会社 
・ あずさサステナビリティ株式会社（あずさ監査法人から名義変更） 
・ 有限責任中間法人自然エネルギー市民基金 
・ 株式会社トーマツ環境品質研究所 
・ 日産自動車株式会社 
・ NPO 法人荒川流域ネットワーク 
・ 財団法人損保ジャパン環境財団 
・ 社団法人全国労働金庫協会 
・ 住友信託銀行株式会社 
 
 
 
２． 平成 18年度事業報告 

 
定款に掲げる事業の種類： 「SRI 利害関係者のコミュニケーション促進事業」 
 「SRI に関する情報開示の促進を行う事業」 
 「提言及び情報提供・教育啓発活動を行う事業」 
 「SRI に関する研究を行う事業」 

 
事業のうち、助成金プロジェクト（SRI 推進のための法制化研究）は助成金獲得を前提と

して計上していたが、助成金獲得はなかったため該当プロジェクトは実施していない。こ

れを除く事業支出予算総額は、365 万円であった。 
 
 

（１） 勉強会 

 
事業収入： 8.5 万円（参加費） 
事業支出： 7.7 万円（講演謝礼、消耗品等） 
参加者： 延べ 501 名（共催含む） 

 
開催日、テーマ、講演者、参加者数、収支概算は、9 頁の別表「SIF-Japan セミナー・

イベント開催一覧 2006」で一覧にまとめた。 
特定非営利活動法人 GRI 日本フォーラムとの共催で行った「明るいCSR 連続セミナー」
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は、SIF-Japan からは一部のアイディアとスタッフを無償供出する代わりに SIF-Japan
会員は参加費無料とし、収支の分配･負担は無しとした。 

 
＜定例勉強会＞ 
□第 15 回：「ＳＲＩ事情・入門編」 
講師：水口剛氏（高崎経済大学経済学部助教授、SIF-J 理事） 
概要： 概論、SRI の歴史から現状まで、さらに受託者責任、収益性、評価方法など現在

の論点、今後期待される点など幅広い内容を入門者対象に易しく解説していただいた。 
 
□第 16 回：「日本のコミュニティバンク最新事情と実例」 
講師：見山謙一郎氏（ap bank / coo）、木村真樹氏（コミュニティ･ユース･バンク momo/
代表理事） 
概要：企画していたテーマと時期が重なったため、三井物産環境基金の助成事業を行って

いる本会内のコミュニティ投資研究会との合同セミナーとして開催。NPO バンクをメイ

ンに取り上げ、CSR の視点を交えて企業と NPO の協働など、コミュニティ投資の可能性

について考えた。 
 
□第 17 回：「CSR と SRI の掛け橋－ケーススタディによるアプローチ『（世代を超えて）

人間を大切にする企業はなぜ長期的に企業業績の向上が可能になるのか』シリーズ第１回

～メンタルヘルスを向上させる組織・制度のあり方と生産性の向上について」 
講師：鈴木安名氏（労働科学研究所 主任研究員）、足達英一郎氏（日本総研創発戦略セ

ンター上席主任研究員） 
概要：“人間を大切にする企業”をキーワードに CSR の事例を取り上げ、SRI による評価

を考えるシリーズを開始。初回は、従業員の労務とメンタルヘルスの管理について、専門

家の解説で事例などを紹介頂き、その社会的意義と SRI による評価の可能性を考えた。 
 
□第 18 回：「CSR と SRI の掛け橋－ケーススタディによるアプローチ『（世代を超えて）

人間を大切にする企業はなぜ長期的に企業業績の向上が可能になるのか』シリーズ第２回 
～女性従業員・上司・企業が win・win・win の関係になる 資生堂の育児休業者復帰支

援プログラム開発とその実践」 
講師：田中万里子氏（資生堂/経営企画部 CSR 室）、岸本幸子氏（パブリック リソース セ
ンター/事務局長） 
概要：標題の資生堂の取り組み事例と田中氏自身の復帰にあたっての体験を生の声として

紹介頂き、企業が育児休業者の復帰支援を行う社会的意義と SRI による評価の可能性を

考えた。 
 
＜共催セミナー＞ 
□「明るい CSR シリーズ講座」全５回。GRI 日本フォーラム主催、SIF-Japan 共催。 
 
第 1 回：「CSR とサステナビリティ（基礎編）～今、なぜ CSR？その背景とサステナビ

リティの関係性について～」 
概要：「一人ひとりが社会を変える Personal Social Responsibility」木内孝氏（GRI－
FJ 会長）、講演１「CSR は誰のためのものか」小榑雅章氏（向社会性研究所）、講演 2「CSR
とサステナビリティの関係性について」足立直樹氏（CSR 経営研究所）、パネルディスカ

ッション 
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第２回：「CSR とサステナビリティ（基礎編）～SRI に期待される CSR の役割～」 
概要：「畏敬 謙遜 自然が基本と考える」木内孝氏（GRI－FJ 会長）、講演「ヨーロッ

パの CSR と日本の CSR」藤井敏彦氏（経済産業省貿易経済協力局）、対談／藤井敏彦氏

×後藤敏彦（SIF-J・GRI-FJ 代表理事） 
 
第 3 回：「HIV と企業の CSR について」 
概要：「僕が知りたいこと」木内孝氏（GRI－FJ 会長）、講演１「HIV と CSR について」

池上千寿子氏（ぷれいす東京）、講演 2「ザ･ボディショップのエイズ･キャンペーン～ビ

ジネスと社会変革を事業活動の両輪に～」藤田紀久子氏（THE BODY SHOP）、パネル

ディスカッション 
 
第 4 回：「企業におけるマテリアリティの見つけ方（応用編）～サステナブルな社会を目

指すために企業に期待されること～」 
概要：「気が付くか 気付かないかの勝負」木内孝氏（GRI－FJ 会長）、講演１「NHK ス

ペシャル『気候大異変』を制作して」落合淳氏（NHK）、講演 2「日本のエネルギーソリ

ューションの可能性」飯田哲也氏（環境エネルギー政策研究所）、パネルディスカッショ

ン 
 
第 5 回：「『CSR とサステナビリティ』ステークホルダーエンゲージメント編～ステーク

ホルダーダイアローグ実施企業による事例発表」 
概要：「海外からの記者へのメッセージ」木内孝氏（GRI－FJ 会長）、講演「日産自動車

の CSR について（社内推進プロセス）」、事例発表（積水ハウス、モスフードサービス）、

パネルディスカッション 
 
 
（２） シンポジウム開催 

 
テーマ：「責任投資原則（ＰＲＩ）～持続可能な社会の実現に向けて」 
2006 年 4 月、ニューヨークでコフィ･アナン国連事務総長によって発表された責任投資

原則（PRI）とその役割について外部講師から、そして金融機関が果すべき社会的責任に

ついて SIF-J 理事から講演を頂き、パネルディスカッションでいち早く署名した機関の

担当者からその経緯や考え方、方針等を率直に伺った。 
 
事業収入： 9.9 万円（参加費） 
事業支出： 11.8 万円（講演謝礼、消耗品等） 
参加者： 120 名（会員 44、非会員 47、学生 5、招待・スタッフ 24） 
参加者構成： （アンケート回答ベース、回答者数 51、複数回答） 
個人投資家 1 名、機関投資家 17 名、IR･CSR･環境等担当者 16 名、一般市民 5 名、

NGO/NPO3 名、研究者 6 名、その他 7 名 
 

＜開催概要＞ 
基調講演：「ＰＲＩと持続可能な発展について」末吉竹二郎氏（UNEP FI/特別顧問） 
講演：「金融機関の社会的責任」首藤惠氏（早稲田大学大学院/ﾌｧｲﾅﾝｽ研究科教授） 
パネルディスカッション： （署名機関 50 音順） 
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金井司氏（住友信託銀行/企画部 CSR 担当部長）、荒井勝氏（大和証券投資信託委託/専
務取締役）、宮垣淳一氏（ニッセイ アセットマネジメント/企画総務部部長）、加藤正裕

氏（三菱ＵＦＪ信託銀行/投資企画部主任調査役）、河口真理子（SIF-Japan 運営委員、

大和総研） 
 

＜参加者アンケートより＞ 

（問）PRI は持続可能な地球環境や社会構築に有効だと思いますか 

（回答） 思う…44 名、思わない…0 名、考えて見たい…6 名  【有効回答数 50】 

＜本内容に対する感想、意見より＞ 

・ 実務家の意見を聞くことができてよかった。政策当局がパネルに参画していればなお良い 

・ 春先の環境省での議論から余り進んでいませんが、もう少し SRI 振興の具体策の議論が見えて

きてもいいのではとそろそろ感じる。（最後の荒井さんの話がこれと関係するが） 

・ 末吉氏の講演はとても素晴らしく、もう少し時間がほしかった。河口氏の話しはとてもわかり易

かった 

・ SRI や PRI はまだまだ大手の金融機関に関することと考える地域金融機関は多い。とりわけ SRI

の普及について、投資家（個人、機関）、販売会社、運用会社、ファイナンシャルアドバイザー

などがどうメリットや意義を世間にアピールしていくかを考え、金融機関を初めとした様々な層

の方たちの裾野を広げる方策を知りたい 

 
 
（３） イベント開催 
 

事業収入： 0 円 
事業支出： 0 円 

 

「エコプロダクツ展」にブース出展する計画であったが、予定変更により出展を見送った。 
 

 
（４） ホームページ運営 

 
事業収入： 0 円 
事業支出： 54.1 万円（維持更新費、サーバーレンタル費） 
 
主に Students を中心にコンテンツの追加を行った。 

＜18 年度更新・変更点＞ 
・ メニューバーの項目を整理、追加 
・ 「オピニオンリーダーに聴く」の第 2 回目を河口運営委員への Students のインタ

ビューにより実施、更新 
・ メルマガで連続掲載していた運営委員によるＳＲＩに関するコラムを一覧できる

ようメニュー「広場」から「ＳＲＩ・the・談」としてまとめた 
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・ メニュー「広場」から Students の活動内容とレポートなどをアップ 
 
 
（５） メールマガジン発行 

 
事業収入： 0 円 
事業支出： 0 円 
配信数： 約 1,150 通 
 
「SRI・マスコミ・レポート」の一般読者への配信開始後は登録希望の数も増加。Students
の行った学生対象のアンケート回答者からも約 100 名登録し、期末の配信数で実質 300
通の増加となった（17 年度末約 850 通）。 
 
＜SRI・マスコミ・レポート＞ 

会員向けに、新聞などマスコミの SRI に関する時事情報を集め、解説を付した「SRI・
マスコミ・レポート」を、運営委員のボランティアによる執筆で隔週発行した。18 年度

12 号（7 月 12 日発行）より、会員だけでなく広く啓発に役立てたいとの執筆者の意向で

月刊メールマガジンの読者にも配信を開始。内外から「大変役に立つ」などの声が寄せ

られている。 
 
＜月刊メールマガジン＞ 

一般向けに、運営委員による SRI についてのコラムと SIF-Japan の活動レポート、SRI
に関する話題等を紹介する「SIF-Japan メールマガジン」を月 1 回と、全国の SRI や CSR
に関連するセミナー、イベント情報を集めた情報版を別途不定期で、事務局編集で発行。

最新号はホームページに常時掲載している。 
 
 
（６） 金融機関啓発・広報 

 
事業収入： 0 円 
事業支出： 0 円 
 
 SRI 関係者のミーティングなどをもって討議をする場を設けることを検討していたが、

18 年度は 11 月 1 日開催のシンポジウムにてその機会をもった。 
 
 

（７） 助成金プロジェクト（法制化研究） 
 
事業収入： 0 円 
事業支出： 0 円 
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法制化研究を進めるため、平成 18 年度地球環境基金（独立行政法人環境再生保全機構）

に、「欧州のサステナビリティ社会形成法体制・支援制度整備状況等の調査研究」に対する

助成申請を行ったが、不採択となったため、18 年度はこの研究事業の実施を見送った。 
 
 
（８） 助成金プロジェクト（コミュニティ投資研究） 
 
助成金収入： 48 万円（三井物産環境基金） 
事業収入： 8.6 万円（公開セミナー参加費） 
事業支出： 19.9 万円（公開セミナー講師謝礼、交通費等） 
 
三井物産環境基金より「コミュニティ投資研究会の開催と事業モデルの提言」（2 年間

計画）に対して受けた助成金で実施。プロジェクトリーダー野村運営委員、サブリーダー

新谷運営委員。18 年度前半は基礎知識共有のための勉強会、NPO バンクについてのセミ

ナーを開催。後半は、地域通貨の実施団体代表へのヒアリング調査、米国・ポートランド

のまちづくりを取り上げてコミュニティ投資を考えるセミナーを開催した。 
公開セミナー参加者数：106 名／2 回。収支報告別紙添付。 
＜研究会メンバー（敬称略）＞ 
野村恭子、新谷大輔、後藤敏彦、河口真理子、小榑雅章、古宮正章、鷹羽美奈子、澤山弘、

磯尚苗、小野島茉莉、小田原啓太、木村歩美、小林恭二、籏野萌子 
 
 
（９） Students 

 
事業収入： 0 円 
事業支出： 3.9 万円（アンケート調査費用等） 
 
□3 月 7 日  オピニオンリーダーに聴く！ 河口氏へのインタビュー 
 SIF-Japan の HP に掲載されている企画において、Students がインタビューを行ない、

記事を掲載した。運営委員の河口氏に取材を受けていただき、学生の頃の勉強のことや

SRI に対する考えを伺った。 
 
□5 月 18 日  SIF-Japan Students による学生のための SRI セミナー 
『 お財布からつながる未来～私たちが描く地球と世界にするために～ 』 

@国立オリンピック記念青少年総合センター 
SRI のことを多くの学生に知ってもらいたい、という考えから SRI セミナーを企画・開

催。内容は、SRI についてのレクチャー、Students メンバーのパネルディスカッション、

参加者を含めたグループディスカッション。42 名の参加者を集めることができ、学生の

繋がりや SRI を伝える事の大切さを知ることができた。参加者の希望者で Students メン
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バーを含め事務局を管理者として作成した SRI-conet というメーリングリストに登録。

SRI について関心を持つ学生たちのコミュニケーションを図っている。 
 

□6 月 19 日  SRI-conet ディスカッション『 金融教育と SRI 』@青山生涯学習館 
5 月のセミナーでディスカッションの時間が足りなかった、という反省点から

SRI-conet に声をかけ、SRI のディスカッションを行なった。（直前での募集であり、参

加者は 1 名）。自分が受けてきた金融教育について、金融教育でどう SRI を教えるか、SRI
から見る金融教育のあり方などの議論があった。ここで話し合った「金融教育」をもと

に’07 年 3 月開催予定でセミナーの企画を開始。 
 

□6 月 22 日  SRI レクチャー @横浜国立大学工学部 ミクロ経済学の授業 
メンバー知人の大学の先生から依頼があり、200 名ほどが履修する経済学の授業で SRI

について講義。内容は 5 月のセミナーと同様。反省点としては、講義を聞いた学生の感想

の収集が足りなかったことが挙げられる。 
 

□7 月～9 月  「就職活動における CSR 意識調査アンケート」 
学生の CSR に対する意識を把握するため、首都圏の計 400 名以上の学生を対象にアン

ケートを実施。436 名の回答を回収。集計・分析結果は 12 月に HP にて公開。半数以上

の学生が CSR や SRI を何らかの形で認知していることが分かった。これを基に次回、SRI
に関するアンケートを考案中。12 月 8 日の朝日新聞社主催「大学生のための CSR フォー

ラム」（定員 300 名）では、講演者の小榑氏、一般学生として登壇した福吉さん、磯さん

がこの公表を発表した。 
 

□9 月 8 日  コミュニティ投資研究会 ヒアリング 
地域通貨をテーマに調査を行なうため、渋谷で地域通貨「r」を運営されているアース

デイマネー代表の嵯峨生馬氏にヒアリングを実施。このヒアリングをもとにアンケート用

紙を作成中。次回ヒアリングの計画立案を行った。 
 
 
（１０） ムーブメント 

 
当初の計画になかった金融の SRI 化についての活動を仮称「ムーブメント」として急

遽、予算を計上し、運営委員会で議論することとした。 
運営委員は全員が職業をもち、労力に余裕なく、また金融機関の CSR 認識は低く、し

かるべき方策は見付け得られなかった。 
ただし、その後の国連 PRI の好評などもあり、それを取り上げ金融機関をパネリスト

にしたシンポジウムは金融庁、環境省、経産省の後援も得てわが国では画期的なもので

あったと考える。19 年度は法制化研究で対応することにしたい。 
 

以上。 



SIF-Japan 平成18年度（'06）　セミナー・イベント開催一覧

参加数の（ ）はスタッフ兼聴講者除く↓

回 開催日時 タイトル 講師、登壇者 会場 参加総数 会/非会 申込数 収入 支出

定例勉強会

15 2006/2/28 SRI事情・入門編 水口　剛氏（高崎経済大学/助教授） エポ会議室 35(31) 13/18 39 29 12

16 2006/6/30
コミュニティ投資研究会 合同セミナー
「日本のコミュニティバンク最新事情と実例」

見山　謙一郎氏（ap bank/coo）
木村　真樹（コミュニティ・ユース・バ
ンク momo/代表理事）

南部労政会
館

77(67) 14/47 83 - -

17 2006/9/26

CSRとSRIの掛け橋－ケーススタディによるアプ
ローチ
「（世代を超えて）人間を大切にする企業はなぜ長
期的に企業業績の向上が可能になるのか」
『～第１回～　メンタルヘルスを向上させる組織・制
度のあり方と生産性の向上について』

鈴木　安名氏（（財）労働科学研究所
/主任研究員）
足達　英一郎氏（日本総合研究所創
発戦略センター/上席主任研究員）

エポ会議室 41(31) 14/17 67 27 21

18 2006/11/27

CSRとSRIの掛け橋－ケーススタディによるアプ
ローチ
「（世代を超えて）人間を大切にする企業はなぜ長
期的に企業業績の向上が可能になるのか」
『～第２回～　女性従業員・上司・企業がwin・win・
winの関係になる資生堂の育児休業者復帰支援プ
ログラム開発とその実践』

田中　万里子氏（資生堂/経営企画
部CSR室）
岸本　幸子氏（パブリックリソースセ
ンター/事務局長）

資生堂・汐留
オフィス

32(28) 13/15 46 28 45

※回は設立以来の通算回数

その他
助

成

事

業

1

2006/6/30
コミュニティ投資研究会＆第16回定例勉強会 合同
セミナー
「日本のコミュニティバンク最新事情と実例」

見山　謙一郎氏（ap bank/COO）
木村　真樹（コミュニティ・ユース・バ
ンク momo/代表理事）

南部労政会
館

77(67) 14/47 83 86 71

助
成
事
業
1

2006/12/11

コミュニティ投資研究会特別セミナー
～ポートランド州立大学スティーブ・ジョンソン教授
に聞く～
『ポートランドにみるコミュニティ・インベストメントと
市民を巻き込むまちづくり』

Steve Johnson氏（ポートランド州立
大学特命教授）
岡部　一明氏（東邦学園大学経営学
部地域ビジネス学科助教授）

南部労政会
館

29(24) 6/18 37 0 95

学
生
部
会

2006/5/18
SIF-Japan Students企画
「お財布からつながる未来～私たちが描く地球と世
界にするために～」

SIF-Japan Studentsメンバー
（小野島茉莉、磯尚苗、大竹大、斉
藤真哉、秀永祐介）

国立オリン
ピック記念青
少年総合セ
ンター

46（42） － 54 0 3.7

共催・後援など ※会員数は重複あり

共
催

2006/4/27

GRI日本フォーラム・SIF-J共催セミナー「明るい
CSRシリーズ講座」～第1回
CSRとサステナビリティ （基礎編）～今、なぜCSR？
その背景とサステナビリティの関係性について～』

小榑　雅章氏（向社会性研究所、
SIF-J運営委員）
足立　直樹氏（CSR経営研究所取締
役）

東京海上日
動火災保険・
本館

－ 9/36 54 － －

共
催

2006/5/23

GRI日本フォーラム・SIF-J共催セミナー「明るい
CSRシリーズ講座」～第2回
『CSRとサステナビリティ（基礎編）～SRIに期待され
るCSRの役割～』

藤井　敏彦氏（現経済産業省貿易経
済協力局）
後藤　敏彦(SIF-J/代表理事）

エポ会議室 － 8/45 45 － －

共
催

2006/6/27
GRI日本フォーラム・SIF-J共催セミナー「明るい
CSRシリーズ講座」～第3回
『HIVと企業のCSRについて』

池上　千寿子氏（ぷれいす東京/代
表）
藤田　紀久子氏（THE BODY SHOP/
バリューズ推進室 ）

大和証券・本
店ビル

－ 8/18 26 － －

共
催

2006/7/25

GRI日本フォーラム・SIF-J共催セミナー「明るい
CSRシリーズ講座」～第4回
『企業におけるマテリアリティの見つけ方（応用編）
～サステナブルな社会を目指すために企業に期待
されること～』

落合　淳氏（NHK/制作局科学環境
番組部）
飯田　哲也氏（環境エネルギー政策
研究所/所長）

あいおい損
保・本社本館

－ 9/48 57 － －

共
催

2006/9/20

GRI日本フォーラム・SIF-J共催セミナー「明るい
CSRシリーズ講座」～第5回
『～ステークホルダーダイアローグ実施企業による
事例発表～』

積水ハウス
日産自動車
モスフードサービス

日産自動車・
本社本館

－ 9/74 83 － －

シンポジウム

基調講演：「ＰＲＩと持続可能な発展について」 末吉 竹二郎氏（UNEP Finance
Initiative 特別顧問）

講演：「金融機関の社会的責任」 首藤　惠氏（早稲田大学大学院/ファ
イナンス研究科教授）

パネルディスカッション
（署名機関50音順）

（後援：金融庁、経済産業省、環境省、
サステナビリティ･コミュニケーション・ネットワーク、
グローバルコンパクト ジャパン・ネットワーク、
GRI日本フォーラム）

金井 司氏 （住友信託銀行/企画部
CSR担当部長）、荒井 勝氏 （大和証
券投資信託委託/専務取締役）、宮
垣 淳一氏 （ニッセイ アセットマネジ
メント/企画総務部 部長）、加藤 正
裕氏 （三菱ＵＦＪ信託銀行/投資企
画部 主任調査役）、河口 真理子
（SIF-Japan運営委員、大和総研）
コーディネーター：後藤 敏彦 （SIF-
Japan代表理事）

（単位:千円）

日
本
政
策
投
資
銀
行
共
催

11月1日

SIF-Japan・日本政策投資銀行共催　シンポジウム2006　『責任投資原則 （ＰＲＩ）　～持続可能な社会の実現に向けて～』

日本政策投
資銀行・8階

120（116） 44/72 134 99 118

9/9
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（ ）:スタッフ兼聴講者含む・講師除く↓ （単位:千）

回 開催日時 タイトル 講師 参加数 会/非会 申込数 収入

定例勉強会

9 2005/3/2 SRI事情・入門編 水口　剛氏（高崎経済大学） 29(35) 13/16 35 25

10 2005/4/8
コーポレート・ガバナンス、
シェアホルダー・アクティビズムと議決権行使

山﨑　明美氏（UFJ総合研究所） 33（41） 15/18 38 18

11 2005/5/13 CSR と SRI／入門編　～欧州の情報を中心に～ 後藤　敏彦（SIF-J代表理事） 51(62) 24/27 60 51

12 2005/6/17
ＳＲＩファンド・連続セミナー<１>
～ファンドマネージャーが語るＳＲＩ運用のすべて～
＜ 住友信託 ＆ 損保ジャパン ＞

森木　重喜氏（住友信託銀行）
川上　裕二氏（損保ジャパン・アセットマネジメント）
竹原　正篤氏（損害保険ジャパン）

45(52) 27/18 59 30

13 2005/7/20
ＳＲＩファンド・連続セミナー<２>
～ファンドマネージャーが語るＳＲＩ運用のすべて～
＜ 朝日ライフ＆ありがとう投信 ＞

速水　禎氏（朝日ライフ アセットマネジメント）
村山　甲三郎氏（ありがとう投信）

35(39) 24/11 40 15

14 2005/9/7
ＳＲＩファンド・連続セミナー<３>
～ファンドマネージャーが語るＳＲＩ運用のすべて～
＜ 大和証券投資信託委託＆三井アセット信託 ＞

高岡　亮治氏（大和証券投資信託委託）
吉田　廣行氏（三井アセット信託銀行）

34(46) 22/12 49 23

※回は設立以来の通算回数

その他

臨
時

2005/6/22
ストック・アット・ステイク社（エティベル・グループ）
マーク・ボントン氏来日記念　臨時特別勉強会

マーク・ボントン氏（Ｓｔｏｃｋ ａｔ Ｓｔａｋｅ） 24(33) 9/15 32 －

共催・後援など ※会員数は重複あり

共
催

2005/7/13
SIF-Japan ＆ A SEED JAPAN 合同セミナー
投資を変えれば世界が変わる
～個人投資家のエコ意識とカネ意識～

講演：山本　良一氏（東京大学生産技術研究所）
報告：後藤　敏彦（SIF-J代表理事）
報告：土谷　和之氏（A SEED JAPAN）
司会：鈴木　亮氏（A SEED JAPAN）

53(67)
sif/12
asj/12

一般/29
67 24.5

共
催

2005/7/22

GRI日本フォーラム共催
GRIガイドライン研究会Vol.2　「金融と環境」
～金融業界の環境補足文書を読み解き、実例を交
えて報告書作成を考える～

後藤　敏彦（SIF-J代表理事・GRI-FJ代表理事）
栗田　宏文氏（損害保険ジャパン）

36
sif/13
gri/8

一般/19
43 3.9

共
催

2005/9/26
GRI日本フォーラム共催セミナー　in大阪
CSRとSRI／入門編　～欧州の情報を中心に～

後藤　敏彦（SIF-J代表理事・GRI-FJ代表理事） 28
sif/8

gri/16
一般/11

25 5.4

共
催

2005/10/28
GRI日本フォーラム共催
緊急セミナー「自然災害と事業継続経営（ＢＣＭ）」

後藤　敏彦（SIF-J代表理事・GRI-FJ代表理事）
野田　健太郎氏（日本政策投資銀行）
川合　アユム氏（NPO法人Ｐ．Ｄ．Ｒ．、SIF-J理事）

25
sif/1
gri/5

一般/19
27 3.9

後
援

2005/10/22

「NPOが社会にインパクトをもつためには？
 ～市民の“SRI”を考える～」
主催：京都ソーシャル・アントレプレナーネットワーク
（KSEN）、CAC-社会起業家研究ネットワーク、日本
サスティナブル・コミュニティ・センター（SCCJ）、後
援：SIF-Japan

アリス･テッパー･マーリン氏（ＳＡＩ）
Dr. ジョン・マーリン（ニューヨーク大学大学院教授）
（SIF-J コメンテーター：河口真理子運営委員）

約30 sif/5 約30 －

シンポジウム

12月17日

基調講演：
「住みやすいまち全米ナンバーワンへの道程～地
域市民の取り組みと金融～（公害都市チャタヌーガ
の事例）」

小門裕幸氏（法政大学教授）

講演Ⅰ：
「長野県諏訪地域に見る 環境配慮型 地域経営戦
略」

新井貴氏（ＤＢＪ）

講演Ⅱ：
「コミュニティ投資とソーシャル・キャピタル」

新谷大輔（SIF-J運営委員）

ディスカッション： 小門裕幸氏（法政大学教授）

「地域の取組みと金融の果たす役割」 新井貴氏（ＤＢＪ）

新谷大輔（SIF-J運営委員）

後藤敏彦（SIF-J）

コーディネーター、総合司会：
古宮正章（ＤＢＪ、SIF-J運営委員）

－

DBJ共催シンポジウム　『環境と金融～地域再生の現場から～』

sif/17
一般/35
当日/26

78 125

2/4
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回 開催日時 タイトル 講師 参加者 会/非会

（ ）:スタッフ兼聴講者含む・講師除く↓

定例勉強会

1 2004/2/10 SRI事情・入門編 水口　剛氏 26（37） 18/8

2 2004/3/5 SRIのここが見えない。企業のここが見えない 荒井　喜章氏（松下電器産業） 24（37） 13/11

忌部　肇氏（大和証券グループ本社）

金谷　扇氏（UFJ総合研究所）

由良　聡氏（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘｿｰｽｾﾝﾀｰ）

3 2004/5/17 欧州SRI事情と評価機関の動向 佐久間　京子氏（SA&C） 55(68) 30/25

4 2004/6/29 インテグレックスのCSR評価 小寺　昇二氏（インテグレックス） 38(44) 21/17

5 2004/7/29
ASrIA会議報告
～アジア・パシフィック地域のSRI動向について

河口　真理子氏（大和総研） 13(20) 6/7

6 2004/9/28 ソーシャルキャピタルとコミュニティ投資について 新谷　大輔氏（三井物産戦略研究所） 24(28) 12/12

7 2004/10/28 企業価値の向上における知的資産とＣＳＲ 西山　圭太氏（経済産業省） 27(33) 18/9

8 2004/12/3
石狩市民風車プロジェクト
－市民出資の実例紹介－

加藤　秀生氏（自然エネルギー市民ファンド） 18(21) 6/12

ワークショップ

1 2004/6/3 そろそろ各論に進んでみませんか 辰巳　菊子氏（消費生活アドバイザー） 43（47） 9/34

速水　禎氏（朝日ライフアセットマネジメント）

河口　真理子：モデレーター（大和総研）

2 2005/8/4 さわかみ投信の澤上篤人社長と話しませんか 澤上　篤人氏（さわかみ投信） 25(33) 19/6

シンポジウム

1 2005/12/17 『日本におけるSRI発展の課題と展望』

基調講演：「CSRと企業価値」 青木　修三氏（リーマン・ブラザーズ証券会社）

パネルディスカッションⅠ： 金井　司氏（住友信託銀行）

「企業年金におけるＳＲＩ」 大口　智文氏（新生銀行）

土浪　修氏（ニッセイ基礎研究所）

コーディネーター：山﨑　明美（SIF-J運営委員）



SIF-Japan セミナー2004 2024/6/14

パネルディスカッションⅡ： 秋山　をね氏（インテグレックス）

「社会性で企業を評価するということ 岸本　幸子氏（パブリック リソースセンター）

　～その理想と現実～」 河口　真理子氏（大和総研）
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特定非営利活動事業会計　貸借対照表

現在

（単位：円）
科 目・摘 要

Ⅰ 資産の部

  1 流動資産

    現金 49,140

    普通預金２ 356,585

    普通預金３ 4,302,691

    仮払金 11,256

流動資産合計  4,719,672

  2 固定資産

    什器事務機器 64,172

固定資産合計  64,172

資産合計 4,783,844

Ⅱ 負債の部

  1 流動負債

    源泉徴収預り金 27,757

流動負債合計 27,757

  2 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 27,757

Ⅲ 正味財産の部

　　　　前期繰越正味財産 4,179,229

　　　　当期正味財産増加額 576,858

正味財産合計 4,756,087

　　　　　　負債及び正味財産合計 4,783,844

付記

※1

普通預金１ 三菱東京UFJ銀行 青山支店 （H18.11.9解約）

普通預金２ 三井住友銀行 赤坂支店

普通預金３ 三菱東京UFJ銀行 赤坂見附支店

仮払金 書籍頒布代金（@1092円×2冊、@1008円×9冊）

什器事務機器 パソコン２台

※2

当法人の財産目録は貸借対照表に等しいため、これを省かせていただきます。

平成18年度

平成18年12月31日

 特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム

金  額
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特定非営利活動事業会計　収支計算書
から まで

（単位：円）

1）金融機関会費 1,500,000 3会員×＠50万

2）一般法人会費 1,500,000 5会員×＠30万

3）公的・中間機関会費 500,000 5会員×＠10万

4）NPO・NGO会費 40,000 4会員×＠1万

5）個人会費 530,000 個人50会員×1万、学生6会員×5千

会費収入合計

1）勉強会活動収入 85,000 参加費/全4回/有料94名

2）シンポジウム活動収入 99,000 参加費/有料52名

3）その他イベント活動収入 0
4）研究会1活動収入 86,000 ※付記1参照

事業収入合計

1）寄付金収入 0
2）助成事業1助成金収入 480,000 三井物産環境基金/コミュニティ投資研究会

寄付金収入合計

1）受取利息 479
2）雑収入 908

雑収入合計

4,821,387

1）勉強会活動費用 77,087 ※付記2参照

2）シンポジウム活動費用 118,075 ※付記2参照

3）その他イベント活動費用 0
4）ホームページ運営費用 541,950 ※付記2参照

5）研究会1活動費用 0
6）広報活動費用 0
7）助成事業1支出 199,770 ※付記2、3参照

8）学生部会活動費用 39,772 ※付記2、4参照

事業費合計

1）役員報酬 0
2）給与手当 1,945,750 事務局1名

3）雑給 0
4）旅費交通費 157,200
5）保険料 0
6）福利厚生費 282,921
7）諸謝金 0
9）租税公課 4,500
10）支払手数料 8,842
11）支払利息 0
14）賃借料 600,000 家賃/㈱ハートウェイ/月極5万円

15）工事修繕費 0
17）備品消耗品費 84,553
18）通信運搬費 87,513
19）印刷製本費 39,000
20）業務委託費 0
21）広告費 0
22）会費寄付金 0
24）新聞図書費 5,712
25）研修費 0
26）会議費 1,860
28）雑費 0
29）現金過不足 10

管理費合計

4,194,515

626,872

備　　考

I　経常収入の部
1　会費収入

平成18年度

平成18年1月1日 平成18年12月31日

特定非営利活動法人　社会的責任投資フォーラム
科　　　目 金　　　額

2　事業収入
4,070,000

480,000
4  雑収入

270,000
3　寄付金等収入

1,387

経常収入合計

Ⅱ　経常支出の部
事業費

976,654
管理費

3,217,861

経常支出合計

経常収支

3/4
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1）長期借入金収入

0

1）長期借入金返済支出
2）固定資産購入支出

0

0

626,872
4,065,043

4,691,915

1）当期収支差額
2）固定資産購入額
3）固定資産受贈額

1）長期借入金返済額

626,872

1）固定資産除売却額
2）減価償却額 事務局パソコン2台

1）長期借入金増加額

50,014

576,858
4,179,229
4,756,087

付記
※1)研究会1活動収入

※2)科目別明細
科目 明細 科目小計 備考

Ⅱ経常支出の部
事業費

1)勉強会活動費用 諸謝金 全4回/講師6名

雑費 全４回/飲物、消耗品

77,087
2)シンポジウム活動費用 諸謝金 全1回/講師5名

会場費 全1回/共催日本政策投資銀行の提供

印刷費、送料 全1回/配布資料コピー代、送料

雑費 全1回/飲物、ボランティア交通費など

118,075
4)ホームページ運営費用 メンテナンス費 月極/4万円×12ヶ月

サーバーﾚﾝﾀﾙ費 月額利用料4,200円、年間維持費5,250円

541,950
7)助成事業１支出　※3 諸謝金、交通費 全2回/講師4名、ほか宿泊費

その他 スタッフ交通費、会議費、印刷代

199,770
8)学生部会活動費用　※4 調査費 図書券3千円×10名/ｱﾝｹｰﾄ回答抽選当選品

雑費 郵送料、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ会議室代など

39,772

※3)

※4)

Ⅲ　その他資金収入の部

0

Ⅳ　その他資金支出の部

0
0

その他資金収入合計

その他資金支出合計

予備費

次期繰越収支差額

Ｖ　正味財産増加の部
1　資産増加額

当期収支差額
前期繰越収支差額

2　負債減少額

626,872
0
0

増加額合計
VI　正味財産減少の部

1　資産減少額

0

2　負債増加額

0
50,014

減少額合計

当期正味財産増加額
前期繰越正味財産額

0

74,444
2,643

77,777
0

38,107

正味財産合計

金額

「研究会1活動収入」は、H18年度はコミュニティ投資研究会の活動収入としている。但し、H18年度は全て三井物産環境基金の助成を受けて実施してい
る「助成事業1」での活動収入で、これにおける自己資本分に充てている。収入内訳：コミュニティ投資研究会主催一般公開セミナー参加費収入（有料参
加者47名分）

「助成事業1」は、H18年度はコミュニティ投資研究会における「コミュニティ投資研究会の開催と事業モデルの提言」事業とし、コミュニティ投資研究会の
事業支出は、H18年度は「助成事業1」における支出のみ。

学生部会はSIF-Japan Students。

9,772

2,191

33,941

30,000

480,000

61,950

165,829

4/4
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平成18年１月１日から平成18年12月31日まで

特定非営利活動法人　社会的責任投資フォーラム
金額　（単位：円）

科目 細目 予算 実績 参照No. No. 参　照　事　項

I 経常収入の部

1.会費収入 5,260,000 4,070,000
　 正会員会費収入 金融機関会員（単位：10万×１～5口/4会員）　※1 1,600,000 1,500,000 (1) (1) 予算/4(会員)、実績/3（期首/3）。（在籍3)

　（期末在籍数ベース） 一般法人会員（単位：10万×３口/7会員） 2,100,000 1,500,000 (2) (2) 予算/7(会員)、実績/5（期首/6）。（在籍6*入金済含む）

公的・中間機関会員（単位：10万×１口/6会員） 600,000 500,000 (3) (3) 予算/6（会員)、実績/5（期首/6）。（在籍6*未入金含む）

NPO/NGO会員（単位：1万×１口/6会員） 60,000 40,000 (4) (4) 予算/6（会員)、実績/4（期首/4）。（在籍4)

個人会員（単位：1万×80口、80会員） 800,000 500,000 (5) (5) 予算/80（会員）、実績/50（期首/71）。（在籍75*、入会14、退会7。*未入金、未請求含む）

学生会員（単位：5千×20口、20会員） 100,000 30,000 (6) (6) 予算/20（会員)、実績/10（期首/6）。（在籍10*、入会4。*未入金、未請求含む）

２.事業収入 620,000 270,000
勉強会開催 300,000 85,000 (7) (7) 主催4回、共催5回。但し共催※2は、収支なし。 cf)H17/11回計203,896円。

シンポジウム開催 200,000 99,000 (8) (8) 2,000円×47名、1,000円×5名、無料68名。

コミュニティ投資研究 120,000 86,000 (9) (9)

３.寄付金収入 4,660,000 480,000

地球環境基金（SRI推進のための法制化研究） 4,180,000 0 (10) (10) 地球環境基金に助成申請を行ったが不採択であった。

　 助成金 三井物産環境基金（コミュニティ投資研究） 480,000 480,000 (11) (11) コミュニティ投資研究「コミュニティ投資研究会の開催と事業モデルの提言」事業

４.雑収入 0 1,387
受取利息、雑収入 － 1,387

当期収入合計（A） 10,540,000 4,821,387

前期繰越収支差額 4,065,043 4,065,043

収入合計（B） 14,605,043 8,886,430

II 支出の部 (12)

1.事業費 8,100,000 976,654 (12)

　　情報開示促進 勉強会 300,000 77,087 (13) (13) 主催4回、共催5回。但し共催※2は、収支なし。 cf)H17/11回計77,795円。

　　提言・情報提供・教育啓発 シンポジウム 1,000,000 118,075 (14) (14) 日本政策投資銀行との共催により会場費なし。

　　コミュニケーション促進 その他イベント 50,000 0 (15) (15) エコプロダクツ展に出展する計画であったが、出展せず。

ホームページ 600,000 541,950 (16) (16) 月極料金。

メールマガジン 0 0

　　ＳＲＩ研究 助成金プロジェクト（SRI推進のための法制化研究） 4,450,000 0 (17) (17) 助成獲得ならず実施延期。(10)参照

助成金プロジェクト（コミュニティ投資研究） 600,000 199,770 (18) (18)

　　企業評価枠組研究 金融機関啓発、広報活動 0 0 (19)

ムーブメント 1,000,000 0 (20) (19) シンポジウムにて対応。

Students 100,000 39,772 (21) (20) 次年度、法制化研究にて対応する。

２.管理費 3,400,000 3,217,861 (21) 「就職活動におけるCSR意識調査アンケート」調査費。会議室代、通信費。

　 通信･印刷費 200,000 126,513 (22) (22) 通信運搬費84,553円、印刷費39,000円

　 事務局運営費 人件費、家賃、工事費、備品など 3,000,000 2,985,871 (23) (23) 家賃60万円（月極5万円）、事務局職員1名、交通費ほか

　 雑費、その他 業務委託、支払手数料、会議費など 200,000 105,477 (24) (24) 備品、手数料、会議費ほか

当期支出合計（C） 11,500,000 4,194,515

当期収支差額 （A)－（C) -960,000 626,872

次期繰越収支差額（B)－(C) 3,105,043 4,691,915
※１　金融機関種別会費 (Ⅰ)金融ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｶﾝﾊﾟﾆｰ及び以下Ⅱ～Ⅳ以外 5口以上 ※2 NPO法人GRI日本フォーラムとの共催で連続5回開催。アイディアとスタッフの無償提供のみ。

(Ⅱ)地方銀行 3口以上

(Ⅲ)投資信託委託、投資顧問、投資会社、信用金庫単独 2口以上

(Ⅳ)信用組合 １口以上

予算/三井物産環境基金助成金48万円、自己資金12万円（当初予算書の22万円は誤りであった）。
実績/基礎勉強会兼ミーティング2回開催、一般セミナー2回開催、地域通貨ヒアリング継続中。

平成18年度特定非営利活動に係る事業会計収支実績　（予算書対照表）

助成金プロジェクト(SRI推進のための法制化研究）は、助成金獲得ならず支出なし。同プロジェクト除く予算は
3,650,000円であり、各項目別に以下に説明する。

一般公開セミナーでの参加者収入。2,000円×40名、1,000円×6名、無料14名。当初予算書に未計上であった
が、本助成事業の自己資金分として組み入れて表示。

1/1 平成19年度定例総会資料／ No.5



   

 

 

平成 19 年度 事業計画書 
平成 19 年 1 月 1 日から 19 年 12 月 31 日まで 

 
特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 

 
１ 事業実施の方針 

１）事業内容 
本会の事業は、特定非営利活動に係る事業のみを対象とし、次に挙げる基本活動を主体として実

施する。 
（１） SRI（社会的責任投資）の利害関係者のコミュニケーションの促進に関する事業 

（２） SRIに関する情報開示の促進を行う事業 

（３） SRIに関する研究を行う事業 

（４） 企業評価の枠組みに関する研究を行う事業 

（５） 提言及び情報提供・教育啓発活動を行う事業 

 

２ 事業の実施に関する事項 

１）特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 
実施予定 
時期 

実施予定場所 
従事者の 
予定人数 

受益対象者の範囲及び 
予定人数 

支出見込額 
（単位：円） 

SRI 利害関係者の

コミュニケーション

促進 

勉強会 8～10 回 関東圏、関西圏 10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

200,000 
  

シンポジウム 年 1 回 東京都 １0 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

1,000,000 

ホームページ 通年 東京都 5～10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

600,000 

メールマガジン 月 3～5 回発

行 

東京都 2～3 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

0 

その他イベント 年１～2 回 関東圏 10～20 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

50,000 
 

SRI に関する情報

開示の促進 

勉強会 上に同じ     

シンポジウム 上に同じ     

ホームページ 上に同じ     

メールマガジン 上に同じ     

金融機関啓発・広報 年１～2 回 関東圏 10 名 SRI 関係者及び金融機関 0 

SRI に関する研究 

企業評価の枠組み

に関する研究 

勉強会 上に同じ     

シンポジウム 上に同じ     

助成金プロジェクト 

（コミュニティ投資） 

通年 東京都他国内の

調査対象地域 

10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

600,000 

助成金プロジェクト（法制

化研究とムーブメント）※１ 

春～秋 欧州、東京都 10～15 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

4,170,000 

SRI 概況調査 通年 東京都 10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

100,000 

提言及び情報提

供・教育啓発活動 

勉強会、シンポジウム 上に同じ     

金融機関啓発・広報 上に同じ     

助成金プロジェクト 上に同じ     

Students 通年 関東圏 20～30 名 地域非限定、不特定多数 100,000 

その他イベント 上に同じ     

予備費 200,000 

  合計 7,020,000 

 （※１）助成金プロジェクト（法制化研究とムーブメント）の支出 417 万円は、助成金獲得を前提としている。 



平成19年度（'07） 年間事業計画案　詳細

定款に定めた事業区分
区分 12/7　運営委員会　第1案
A 1/11　運営委員会　第2案
B 2/19　運営委員会　議決　最終案
C
D
E

※印刷設定：A3（100%） （単位：円）
事業区

分
事業名（大分類） 具体的な内容 運営管理 目的及び詳細 実施予定時期・回数 実施予定場所 従事者の予定人数 受益対象者の範囲及び予定人数 支出見込額

A,B,C 勉強会運営 定例勉強会の開催
鷹羽
吉田

目的／SRIに関心のある会員・非会員を対象に、情報交換・意見交換を行な
う。毎回、SRIへの造詣の深い講師を招き参加者のSRIに関する知識を高め、
交流の場とする。
詳細／SRIの基本入門コース、専門コース、パネルディスカッションなど様々な
形式で参加者のレベルに合わせた勉強会形式とする。

8～10回 東京都、関西圏 10名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

200,000

E シンポジウム運営 シンポジウムの開催 年１回 東京都 10名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

1,000,000

A,E イベント運営
目的／SRIへの理解を示しやすい環境などのイベントに参加し、広く一般を対
象として、SRIの概念を普及、啓発する。
詳細／未定

年１～2回 東京都および近郊 10～20名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人 50,000

B,E ホームページ運営 ホームページ運営 清水

目的／日本におけるSRIの概要、最新情報等について幅広く多くの人々に中
立的な立場から情報を提供する。
詳細／現在の情報コンテンツの維持、更新、拡充。学生による新たなコンテン
ツ新設。

通年 東京都 10名 地域非限定、不特定多数 600,000

A,B メールマガジン運営 月刊メールマガジンの発行 事務局

目的／SRIに関するあらゆる情報を無料で頒布することで、SRIに関心を持つ
方の裾野を広げ、持続的な情報提供を行う。
詳細／SIF-Japanの活動のお知らせ、オピニオンリーダーによるSRIに関する
雑感、SRIに関する文献情報、関連イベント情報、SIF-Japanの活動報告などを
メールによって無料で広く発信する。

月1回 東京都 １～３名 地域非限定、不特定多数 0

A,B,C,E SRI・マスコミ・レポートの発行 山本
目的／SRIに関する情報の提供
詳細／会員向けに無料メールマガジンを隔週ペースで配信し、SRIに関する
時事情勢のレポートとそれらに対するSRI研究専門家のコメントを提供する。

隔週 東京都 1～2名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人 0

C,E コミュニティー投資研究

日本におけるコミュニティ投資の意
義、現状、資金調達方法等に関する
調査、研究、レポート発表

リーダー：
新谷、
サ ブ ： 野
村

通年
東京都および国内
の調査対象地域

10名 地域非限定、不特定多数 600,000

（三井物産助成48万
+自己資金12万）

E 金融機関啓発 SRI有識者会議、金融機関との懇談会 後藤

目的／SIF-Japanの存在価値向上のため、金融機関の方とのネットワークを強
化し、より実質的なSRI普及活動に寄与する。
詳細／現在SRIを企画・運用しているキープレーヤー（有識者）の方々に参集
いただき、日本におけるSRIの現状や将来性について議論いただく、日本で最
も実質的なSRIの話ができる場を提供する。そこで得られた知見を事務局でま
とめ、今後の日本におけるSRI普及に寄与するためにHP等で紹介する。

年１～2回 関東圏 10名 SRI関係者及び金融機関 0

B,C,E
欧州のサステナビリティ社会形成法体
制等調査・研究

後藤

目的／持続可能な社会と経済の好循環実現のための基盤整備。欧州政府、
欧州主要国の法制度の整備状況、支援策などを調査研究し日本での循環型
社会形成に資する。
詳細／調査分析チームを立ち上げ、課題、調査項目検討ワークショップ開催
の後、現地調査。報告書作成、報告シンポジウムの開催。

春～秋 欧州、東京都 １０～15名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

C,E SRIに関するアンケート調査 鷹羽
目的／政策提言、金融機関等への提言のためのデータ収集
詳細／メルマガ、ＷＥＢを利用してSRIに関するアンケート調査及び分析研究
を行う

年１～2回 全国 10名 SRIに関心を持つ不特定多数

C SRI概況調査 日本のSRI年報の作成・発表 山本
目的／日本におけるSRIの現状把握、情報提供
詳細／未定

通年 東京都 10名
SRI関係者または関心を持つ不
特定多数の人 100,000

A,B,C,E Students
大学生による大学生など入門者向け
のセミナー、WEBコンテンツなどでの
啓発活動

目的／学生など入門者向けの啓発活動
詳細／Studentsメンバーによる自主勉強会、一般学生向けセミナー開催、
WEBコンテンツ制作など

通年 関東圏 １0～30名 地域非限定、不特定多数 100,000

－ 予備費 200,000

合　　計 7,020,000

内　　容

コミュニケーション促進事業

情報開示の促進を行う事業

SRIに関する研究を行う事業

企業評価の枠組みに関する研究を行う事業

4,170,000
SRI推進のための法制化研究と
ムーブメント

目的／コミュニティ投資の理論的展開を研究し、その意味を発信する
詳細／国内外において、環境・社会的に重要かつ先駆的に取り組む事業者
を対象にヒアリングや勉強会を行う。コミュニティ投資における資金調達（ﾌｧﾝﾄﾞ
ﾚｲｼﾞﾝｸﾞ、ｱｰﾝﾄﾞ･ｲﾝｶﾑ･ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ）の研究。コミュニティ投資に関心のある企
業とNPO、行政などのマッチングの推進（出会いの場を作る）

目的／SRI普及・拡大の足がかりとなるよう広範なテーマでより幅広い層、多く
の人々を集め、SRIの認知を大きく高める。
詳細／未定

提言及び活動を行う事業
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2006年 年間事業計画表詳細

定款に定めた事業区分
区分 2/15第2回運営委員会議決
A 3/15第3期定例理事会承認
B
C
D
E 色付欄は未定

※出力設定：A３（横） （単位：円）
事業区

分
事業名（大分類） 具体的な内容 運営管理 目的及び詳細 実施予定時期・回数 実施予定場所 従事者の予定人数 受益対象者の範囲及び予定人数 支出見込額

A,B,C 勉強会運営 定例勉強会の開催 鷹羽

目的／SRIに関心のある会員・非会員を対象に、情報交換・意見交換を行な
う。毎回、SRIへの造詣の深い講師を招き参加者のSRIに関する知識を高め、
交流の場とする。
詳細／SRIの基本入門コース、専門コース、パネルディスカッションなど様々な
形式で参加者のレベルに合わせた勉強会形式とする。

月1回（基本） 東京都、関西圏 10名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

300,000

A,C シンポジウム運営 シンポジウムの開催 年１回 東京都 10名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

300,000

A,B,C,E 年1回 東京都 10名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

700,000

A,Ｅ イベント運営 環境イベント等への参画 分科会
目的／SRIへの理解を示しやすい環境などのイベントに参加し、広く一般を対
象として、SRIの概念を普及、啓発する。
詳細／エコプロダクツ（日経主催）へのブース出展によるプレゼン、交流など。

年１～2回 東京都および近郊 10～20名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人 50,000

B,E ホームページ運営 ホームページ運営

目的／日本におけるSRIの概要、最新情報等について幅広く多くの人々に中
立的な立場から情報を提供する。
詳細／現在の情報コンテンツの維持、更新、拡充。学生による新たなコンテン
ツ新設。

通年 東京都 10名 地域非限定、不特定多数 600,000

A,B メールマガジン運営 月刊メールマガジンの発行 事務局

目的／SRIに関するあらゆる情報を無料で頒布することで、SRIに関心を持つ
方の裾野を広げ、持続的な情報提供を行う。
詳細／SIF-Japanの活動のお知らせ、オピニオンリーダーによるSRIに関する
雑感、SRIに関する文献情報、関連イベント情報、SIF-Japanの活動報告などを
メールによって無料で広く発信する。

月1回 東京都 １～３名 地域非限定、不特定多数 0

A,B,C,E SRI・マスコミ・レポートの発行 山本利
目的／SRIに関する情報の提供
詳細／会員向けに無料メールマガジンを隔週ペースで配信し、SRIに関する
時事情勢のレポートとそれらに対するSRI研究専門家のコメントを提供する。

隔週 東京都 1～2名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人 0

C,E コミュニティー投資研究

日本におけるコミュニティ投資の意
義、現状、資金調達方法等に関する
調査、研究、レポート発表

リーダー：
新谷、
サ ブ ： 野
村

目的／コミュニティ投資の理論的展開を研究し、その意味を発信する
詳細／国内外において、環境・社会的に重要かつ先駆的に取り組む事業者
を対象にヒアリングや勉強会を行う。コミュニティ投資における資金調達（ﾌｧﾝﾄﾞ
ﾚｲｼﾞﾝｸﾞ、ｱｰﾝﾄﾞ･ｲﾝｶﾑ･ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ）の研究。コミュニティ投資に関心のある企
業とNPO、行政などのマッチングの推進（出会いの場を作る）※別紙企画書あ
り

通年
東京都および国内
の調査対象地域

10名 地域非限定、不特定多数 700,000

A,B,C
D,E

金融機関啓発 SRI有識者会議、金融機関との懇談会

目的／SIF-Japanの存在価値向上のため、金融機関の方とのネットワークを強
化し、より実質的なSRI普及活動に寄与する。
詳細／現在SRIを企画・運用しているキープレーヤー（有識者）の方々に参集
いただき、日本におけるSRIの現状や将来性について議論いただく、日本で最
も実質的なSRIの話ができる場を提供する。そこで得られた知見を事務局でま
とめ、今後の日本におけるSRI普及に寄与するためにHP等で紹介する。

年１～2回 関東圏 10名 SRI関係者及び金融機関 0

C,E SRI推進のための法制化研究
欧州のサステナビリティ社会形成法体
制等調査・研究

後藤

目的／持続可能な社会と経済の好循環実現のための基盤整備。欧州政府、
欧州主要国の法制度の整備状況、支援策などを調査研究し日本での循環型
社会形成に資する。
詳細／調査分析チームを立ち上げ、課題、調査項目検討ワークショップ開催
の後、現地調査。報告書作成、報告シンポジウムの開催。

春～秋 欧州、東京都 １０～15名
SRI関係者又は興味を持つ不
特定多数の人

4,450,000

A,B,C,E Students
大学生による大学生など入門者向け
のセミナー、WEBコンテンツなどでの
啓発活動

目的／学生など入門者向けの啓発活動
詳細／Studentsメンバーによる自主勉強会、一般学生向けセミナー開催、
WEBコンテンツ制作など

通年 関東圏 20～30名 地域非限定、不特定多数 100,000

ムーブメント（仮称）

合　　計 7,200,000

目的／SRI普及・拡大の足がかりとなるよう広範なテーマでより幅広い層、多く
の人々を集め、SRIの認知を大きく高める。
詳細／欧米のSRI普及の為のCSR法制度について経済産業省の藤井敏彦氏
から学ぶ回を春頃1回行う。秋以降年内に情勢を見極めたテーマで1回行う予
定。

提言及び活動を行う事業

内　　容

コミュニケーション促進事業

情報開示の促進を行う事業

SRIに関する研究を行う事業

企業評価の枠組みに関する研究を行う事業
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